











1. Chronological changes in ropivacaine concentration and 
analgesic effects between transversus abdominis plane block 
and rectus sheath block.（腹横筋膜面ブロックと腹直筋鞘ブロ
ックにおけるロピバカイン濃度の経時変化と鎮痛効果） 
2. Quadratus lumborum block: analgesic effects and 
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ック手技を行った．薬液の投与量を 10〜25 mL と 5 段階に設定した．4































かった．腰方形筋ブロックでは 25 mL まで効果範囲の広がりを有意に認
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A) Chronological changes in ropivacaine concentration and analgesic effects 
between transversus abdominis plane block and rectus sheath block.(腹横 
筋膜面ブロックと腹直筋鞘ブロックにおけるロピバカイン濃度の経時変化と 
鎮痛効果） 
B)  Quadratus lumborum block: analgesic effects and chronological ropivacaine 







検討した. その結果を用いて実際の臨床症例に 3 種の神経ブロックを行い，実際の効果範囲
を検証した. 鎮痛効果の持続時間も測定し，臨床での実用性を評価した. また神経ブロック
投与後に採血を行い血中の局所麻酔薬濃度を測定することにより，神経ブロック自体の安
全性を評価した. これらの結果から腰方形筋ブロックは，腹部前面全体の創痛を長時間にわ
たって抑制することが可能で，他の神経ブロックに比べて安全性も非常に高いことを示し
た. 
本研究は，腹部手術の鎮痛に用いる末梢神経ブロックとして，腰方形筋ブロックが安全
かつ有効であることを科学的に示したもので，医学博士授与に値する研究成果であるとの
評価を審査委員会全員に認められた. 
 
 
